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●今月の主な内容
子宮頸がんを予防するために � �2 ～ 3
男女共同参画社会に関する意識調査結果 � �4 ～ 6
環境・ごみについて � �7
市褒賞条例褒賞者表彰 � �8
住宅取得・建築などの補助制度 � �10 ～ 11
成人式のご案内�� �13

　3月19日㈯～ 25日㈮、市の車両センターで
青年会議所・小千谷ＪＣシニアクラブのみなさ
んによって、救援物資の募集・受け付けが行わ
れました。
　会場には、受け付け開始とともにたくさんの
人が物資を持って訪れ、倉庫はあっという間に
いっぱいになっていました。
　私たちの気持ちが少しでも被災された人たち
の励みになりますように。

届け！みんなの気持ち
～青年会議所　救援物資募集～
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■
子
宮
頸
が
ん
っ
て
？

　

子
宮
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り
口
（
頸け

い
ぶ部

）
に
で
き
る
「
子
宮

頸
が
ん
」
と
子
宮
の
奥
（
体
部
）
に
で
き
る
「
子
宮
体
が
ん
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

子
宮
体
が
ん
は
高
齢
者
に
多
く
、
出
血
な
ど
の
症
状
が
出
や

す
い
の
に
対
し
、
子
宮
頸
が
ん
は
比
較
的
若
い
人
に
多
く
、
自

覚
症
状
に
乏
し
い
た
め
発
見
が
遅
れ
が
ち
で
す
。
進
行
す
る
と

子
宮
の
摘
出
が
必
要
と
な
る
た
め
、
そ
の
後
の
妊
娠
や
分
娩
が

不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

■
20
～
30
代
の
女
性
に
急
増

　

日
本
で
は
年
間
約
8
万
人
が
発
症
し
、
約
2
4
0
0
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
20
～
39
歳
の
子
宮
頸
が
ん
の

発
症
率
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

■
子
宮
頸
が
ん
の
原
因

　

子
宮
頸
が
ん
は
H
P
V
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
の

感
染
が
原
因
で
す
。
H
P
V
は
皮
ふ
や
粘
膜
に
存
在
す
る
ご
く

あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
、
1
0
0
種
類
以
上
あ
り
ま
す
。
そ

の
う
ち
の
高
リ
ス
ク
型
と
呼
ば
れ
る
15
種
類
の
H
P
V
が
、
子

宮
頸
部
に
持
続
的
に
感
染
す
る
こ
と
で
子
宮
頸
が
ん
が
発
生
し

ま
す
。

■
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
と
は
？

　

女
性
の
約
8
割
が
一
度
は
H
P
V
に
感
染
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
H
P
V
に
感
染
し
て
も
自
然
に
治
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
自
然
免
疫
が
つ
き
に
く
い
た
め
、
繰

り
返
し
H
P
V
に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

高
リ
ス
ク
型
H
P
V
の
中
で
も
16
型
と
18
型
の
2
種
類
は
、

高
い
確
率
で
見
つ
か
っ
て
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
の
患
者
の
60
～

70
％
が
感
染
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、
こ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型

と
18
型
の
新
た
な
感
染
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
初
回
、

1
か
月
後
、
6
か
月
後
の
3
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。

■
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
！

　

残
念
な
が
ら
ワ
ク
チ
ン
で
は
、
16
型
と
18
型
以
外
の
高
リ
ス

ク
型
の
H
P
V
に
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
で
に
感

染
し
て
し
ま
っ
た
H
P
V
や
子
宮
頸
が
ん
に
対
し
て
も
治
療
効

果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

異
常
の
早
期
発
見
の
た
め
に
は
定
期
的
に
子
宮
が
ん
検
診
を

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

子  
宮  

が  

ん  

検  

診　

を
受
け
ま
し
ょ
う
！

（イラスト提供：GSK Biologicals）

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健
係

�
83
・
3
6
4
0
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子宮頸がんを予防するために

●
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
事
業

　

2
月
か
ら
中
学
3
年
生
（
平
成
7
年
4
月
2
日
～
平
成

8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）、
4
月
か
ら
新
中
学
3
年
生
～

中
学
1
年
生
（
平
成
8
年
4
月
2
日
～
平
成
11
年
4
月
1

日
生
ま
れ
）
の
女
子
を
対
象
と
し
て
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
助
成
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
3
回
の
接
種
が
必
要
で
、
助
成
期
間

は
平
成
24
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
現
在
全
国

的
に
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
、
こ
れ
か
ら
1
回
目
の
接
種
を

開
始
す
る
方
は
、
7
月
以
降
に
な
り
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
保
護
者
説
明
会

　

4
～
5
月
に
各
中
学
校
（
東
小
千
谷
中
学
校
は
文
書
配

布
の
み
）
で
行
わ
れ
る
P
T
A
総
会
に
お
い
て
、
保
護
者

の
方
へ
事
業
の
説
明
を
し
ま
す
。

●
子
宮
が
ん
検
診

　

2
年
に
1
回
の
検
診
で
す
。
前
年
度
に
市
の
子
宮
が
ん

検
診
を
受
け
て
い
な
い
20
歳
以
上
（
平
成
4
年
4
月
1
日

以
前
生
ま
れ
）
の
女
性
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
小
千
谷
総

合
病
院
・
魚
沼
病
院
・
森
平
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

40
歳
以
上
（
昭
和
47
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方

は
乳
が
ん
検
診
を
同
じ
医
療
機
関
で
申
し
込
む
と
同
日
実

施
で
き
ま
す
。
申
込
先
は
健
康
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

検
診
は
、
必
ず
個
人
通
知
が
届
い
て
か
ら
受
け
て
く
だ

さ
い
。

●
講
演
会

　

子
宮
頸
が
ん
と
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

申
込
は
不
要
で
、
ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
6
月
25
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～
3
時

■
会
場
／
サ
ン
プ
ラ
ザ

■
演
題
／
「
子
宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ
ン
と
検
診
で
予
防
の

時
代
へ
」

■
講
師
／
佐
々
木
綾
子
さ
ん
（
村
上
保
健
所
所
長
・
産
婦

人
科
医
師
）

■
聴
講
無
料

■
市
で
行
っ
て
い
る
検
診
・
助
成
制
度
な
ど

受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
加
え
て
、
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診

す
れ
ば
、
子
宮
頸
が
ん
で
命
を
落
と
す
こ
と
は
ま
ず
な
く
な
り

ま
す
。
今
や
、
子
宮
頸
が
ん
は
防
げ
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
も
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

（イラスト提供：GSK Biologicals）

　今回の子宮頸がん予防につ
いては、安田雅弘医師（魚沼
病院・産婦人科部長）にお話
を伺いました。
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0 20 40 60 80 100%

●家庭の中で

●社会慣習（しきたり）について

●学校教育の場で

●職場の中で

0 20 40 60 80 100%

●男性は仕事、女性は家庭を中心とする方がよい

●結婚は個人の自由なので、しなくてもよい

●結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はない

●男性も女性も平等に家事・育児をする方がよい

■
男
女
の
地
位
に
お
け
る
平
等
感
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　（
グ
ラ
フ
1
）

　

市
で
は
「
家
庭
の
中
で
」
に
お
い
て
、『
男

性
優
遇
』『
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
優
遇
』

と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合
が
国
や
県
の
結
果
に

比
べ
て
高
く
、
ま
た
、「
学
校
教
育
」
に
お
い

て
は
『
平
等
』
と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

小千谷市

新 潟 県

全 国

小千谷市

新 潟 県

全 国

小千谷市

新 潟 県

全 国

小千谷市

新 潟 県

全 国

小千谷市

新 潟 県

全 国

小千谷市

新 潟 県

小千谷市

新 潟 県

全 国

小千谷市

新 潟 県

全 国

凡 例

凡 例

■
家
庭
生
活
に
お
け
る
意
識
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
グ
ラ
フ
2
）

　

市
で
は
、
い
ず
れ
の
項
目
も
国
や
県
の
結
果

に
比
べ
て『
そ
う
思
う
』人
の
割
合
が
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　『
お
ぢ
や
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
』
の
見
直
し
に

当
た
っ
て
、
市
民
と
事
業
所
を
対
象
に
意
識
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
結
果
は
、「
男
女
が
共
に
参
画
で
き
る
心
豊

か
な
ま
ち
に
」
を
基
本
理
念
と
し
た
社
会
を
め
ざ
す

市
の
施
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

■
調
査
対
象
／
無
作
為
に
抽
出
し
た
20
歳

以
上
の
市
民

■
調
査
対
象
者
数
／
1
0
0
0
人
（
男

女
各
5
0
0
人
）

■
調
査
期
間
／
平
成
22
年
12
月
9
日
～
18
日

■
有
効
回
収
率
／
60
・
6
％

「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
意
識
調
査
」

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
　

●グラフ2　家庭生活における意識

●グラフ1　男女の地位における平等感について

男性優遇 無回答わからない女性優遇平等
どちらか
といえば
男性優遇

そう思う 無回答わからないそう思わない

7.8

7.8

47.4 25.6

40.5 40.2 3.8 4.8

0.5

2.5

5.1 16.7 5.2

38.7 43.1 6.7 1.9

1.7

8.4 31.1 32.2 7.3 8.311.9

0.8

64.5 11.8 8.212.13.4

15.6 46.5 24.4 4.4 8.1

0.9

9.8 51.2 20.3 4.6 5.18.3

0.7

63.8 12.5 7.713.82.2

18.7 53.2 20.6 3.4 3.6

0.5

1.2
8.3 66.3 3.0 6.414.5

0.3

12.3 59.1 2.0 8.018.6

1.9
12.0 68.1 3.9 13.10.9

7.6 31.2 18.3 36.5 3.03.3

12.7 44.0 23.4 13.9 6.0

10.6 30.7 31.3 23.8 3.6

29.8 39.7 14.2 8.8 2.6

30.8 44.7 14.6

3.4

6.5

5.0

28.6 18.5 13.6 31.1 2.16.1

34.3 22.1 24.1 12.4 7.1

48.0 22.0 16.9 11.1 2.0

13.920.2 32.6 9.1 2.022.3

19.322.4 19.4 6.932.0

20.322.5 22.8 4.330.1

どちらか
といえば
女性優遇

どちらかと
いえばそう

思う

どちらかと
いえばそう
思わない



男女共同参画社会に関する意識調査結果

■
出
生
数
減
少
の
理
由
に
つ
い
て
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
グ
ラ
フ
3
）

　

最
近
の
出
生
数
の
減
少
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

「
子
育
て
の
経
済
的
負
担
が
大
き
い
」
を
挙
げ

た
人
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
結
婚
し
な
い
人

が
増
え
た
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
の
た
め

　
に
力
を
入
れ
る
こ
と
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
グ
ラ
フ
4
）

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
の
た
め
に
必
要

と
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、「
子
育
て
や
介
護
の

支
援
を
充
実
」
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
男
女
が
働
き
つ
づ
け
る
た
め
の
条

件
整
備
」
な
ど
働
く
環
境
の
整
備
も
多
く
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
事
業
所
に
お
け
る
育
児
休
業
に
関
す

　
る
規
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
グ
ラ
フ
5
）

　

前
回
調
査
時
よ
り
、導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

5　︱　市報おぢや 4 月号

■
事
業
所
に
お
け
る
介
護
休
業
に
関
す

　
る
規
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
グ
ラ
フ
6
）

　

前
回
調
査
時
よ
り
、導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

0 20 40 60 80%

無回答

わからない

その他

子どもがいなくてもよいと考える人が増えた

子どもの将来に不安がある

結婚しない人が増えた

結婚年齢が高くなった

仕事を重視する女性が増えた

子育てにより自由時間が制限されている

家族や職場の理解と協力が得にくい

仕事と子育てを両立させるのが困難

子育ての精神的・身体的負担が大きい

子育ての経済的負担が大きい 62.5

1.5

2.0

10.9

42.3

16.9

7.4

51.9

7.4

19.2

7.0

23.1

27.3

0 20 40 60 80%

わからない
特にない
その他

健康についての支援
家庭や地域活動参加への環境整備
職場における男女平等の働きかけ

働き続けるための条件整備
政策決定の場での女性の登用

人権侵害根絶のための支援、啓発
子育てや介護の支援を充実

女性人材の育成
男女の平等や協力についての学習を充実
男女の平等や協力についての啓発を充実

社会通念などの見直し、是正のための意識啓発 26.4

19.8

28.4

17.7

45.6

20.7

23.0
30.6

1.2

2.3
5.1

15.5

14.5
67.1

0 20 40 60 80 100％

今回調査

前回調査（平成 12年度）

0 20 40 60 80 100%

今回調査

前回調査（平成 12年度）

■
調
査
対
象
／
無
作
為
に
抽
出
し
た
市
内

の
事
業
所

■
調
査
対
象
事
業
所
数
／
1
0
0
社

■
調
査
期
間
／
平
成
22
年
12
月
9
日
～
18
日

■
有
効
回
収
率
／
66
・
0
％

事
業
所
の
み
な
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

●グラフ3　出生数減少の理由について

●グラフ4　男女共同参画社会の推進のために力を入れること

●グラフ5　事業所における育児休業に関する規定について

●グラフ6　事業所における介護休業に関する規定について

ある ない 無回答

86.4 10.6 3.0

67.7 32.3

ある ない 無回答

71.2 25.8 3.0

47.4 51.8 0.8



︱　6

■
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕

　
事
と
生
活
の
調
和
）
を
進
め
る
た
め

　
に
必
要
な
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
グ
ラ
フ
8
）

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生

活
の
調
和
）を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、

「
時
間
外
労
働
を
減
ら
す
」
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
事
業
所
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
労

働
時
間
の
短
縮
や
休
日
の
増
加
の
推
進
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
自
由
記
入
欄
の
状
況

　

市
民
、
事
業
所
あ
わ
せ
て
約
1
2
0
件
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

企
業
、
家
庭
、
結
婚
、
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
な
ど
多
様
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
生
活
安

全
係
�
83
・
3
5
0
9

■
育
児
休
業
制
度
や
介
護
休
業
制
度
を

　
定
着
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
グ
ラ
フ
7
）

　

育
児
休
業
制
度
や
介
護
休
業
制
度
を
定
着
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、「
制
度
を
利
用

し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
」
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
事
業
所
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
休
業
中
の
賃
金
補
償
」
や
「
休
業

中
の
代
替
要
員
の
確
保
」
も
多
く
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

50.0

27.3

1.5

1.5

1.5

54.5

42.4

51.5

0 10 20 30 40 50 60%

無回答

特にない

その他

制度利用者・非利用者間の不公平感の是正

制度を利用しやすい雰囲気づくり

復職時の受け入れ体制づくり

休業中の賃金補償

休業中の代替要員の確保

0 10 20 30 40 50%

特にない

その他

再雇用制度の充実

相談窓口の設置

保育施設や介護施設・サービスを拡大

フレックスタイム制や在宅勤務を導入

育児休業がとりやすい環境の整備

労働条件での男女格差をなくす

時間外労働を減らす

労働時間の短縮や休日の増加を推進

31.8

24.2

7.6

12.1

30.3

10.6

24.2

13.6

39.4

19.7

●グラフ8　ワーク・ライフ・バランス（仕事
　と生活の調和）を進めるために必要なこと

●グラフ7　育児・介護休業制度を定着させ
るために必要なこと

男女共同参画社会に関する意識調査結果

　

こ
の
調
査
は
、
平
成
23
年
度
で
計
画
期

間
が
終
了
す
る
『
お
ぢ
や
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
』
の
見
直
し
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、

今
後
の
施
策
に
積
極
的
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
み
な
さ
ん
、

た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

意
識
調
査
結
果
報
告
書
を
ご
覧
に
な
り

た
い
方
は
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



7　︱　市報おぢや 4 月号

市
内
一
斉
ご
み
ゼ
ロ
運
動

　

市
で
は
、
市
内
一
斉
ご
み
ゼ
ロ
運
動
を
次
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　

各
町
内
会
や
団
体
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
実
施
日
／
5
月
1
日
㈰
、
5
月
29
日
㈰

■
回
収
す
る
も
の
／
不
燃
ご
み
（
汚
泥
含
む
）

※
燃
や
す
ご
み
は
町
内
の
燃
や
す
ご
み
の
日
に

収
集
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
衛
生
施
設
係
�

83
・
3
5
0
9

側
溝
汚
泥
を
回
収
し
ま
す

　

側
溝
汚
泥
は
、
4
月
～
11
月
に
次
の
と
お
り

回
収
し
ま
す
。
回
収
が
必
要
な
町
内
は
、
市
民

生
活
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
電
話
可
）

■
回
収
日
／

▽
4
月
25
日
㈪
▽
5
月
1
日
㈰
、
29
日
㈰
▽
6

月
27
日
㈪
▽
7
月
25
日
㈪
▽
8
月
29
日
㈪
▽
9

月
26
日
㈪
▽
10
月
31
日
㈪
▽
11
月
28
日
㈪

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
衛
生
施

設
係
�
83
・
3
5
0
9

●
ご
み
収
集
場
所
整
備
事
業

　

ご
み
を
入
れ
る
施
設
（
ご
み
収
集
場
所
）
の

設
置
や
、
修
繕
を
す
る
場
合
に
事
業
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
希
望
す
る
町
内
は
、
町
内
会

長
か
衛
生
班
長
を
通
じ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
額

事
業
費

補
助
金
額

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

3
万
円
以
上
20
万
円

未
満
の
施
設

事
業
費
の
2
分
の
1

20
万
円
以
上
の
施
設
10
万
円

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
衛
生
施
設
係
�

83
・
3
5
0
9

環境・ごみ

●
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

■
対
象
と
な
る
浄
化
槽
／
一
般
の
住
宅
に
設
置

す
る
処
理
対
象
人
員
10
人
以
下
の
合
併
処
理
浄

化
槽

■
補
助
対
象
と
な
る
経
費
／
合
併
処
理
浄
化
槽

本
体
の
設
置
に
要
す
る
費
用(

便
器
、
排
水
管
、

電
気
な
ど
の
工
事
費
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

■
補
助
金
額
／

人
槽

補
助
限
度
額

5
人
槽

47
万
5
0
0
0
円

7
人
槽

67
万
0
0
0
0
円

10
人
槽

96
万
3
0
0
0
円

■
申
込
方
法
／
施
工
す
る
業
者
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
環
境
対
策
係
�

83
・
3
5
0
9

●
資
源
物
集
団
回
収
奨
励
事
業

　

地
域
や
団
体
な
ど
で
資
源
物
回
収
な
ど
の
活

動
を
行
っ
た
場
合
に
、
奨
励
金
を
お
支
払
い
し

ま
す
。

■
資
源
物
の
種
類
及
び
奨
励
金
額

資
源
物
の
種
類

奨
励
金
額

（
1
㎏
当
た
り
）

新
聞
紙

5
円

雑
誌
・
チ
ラ
シ
類

5
円

ダ
ン
ボ
ー
ル

5
円

牛
乳
パ
ッ
ク

10
円

ア
ル
ミ
類

15
円

ス
チ
ー
ル
類

10
円

■
申
込
方
法
／
活
動
を
す
る
前
に
団
体
登
録
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
申
請
書
は
市
民
生

活
課
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
衛
生
施

設
係
�
83
・
3
5
0
9

　

市
で
は
環
境
衛
生
に
か
か
わ
る
各
種
補
助
を

次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

環
境
衛
生
対
策
に
対
す
る
補
助

太
陽
光
発
電
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

市
で
は
太
陽
光
発
電
の
効
果
を
検
証
す
る
た

め
、
1
年
を
通
じ
て
発
電
量
な
ど
の
記
録
と
、

そ
の
結
果
を
市
へ
報
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
／
住
宅
に
太
陽
光
発
電
装
置
を
設

置
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
設
置
す
る
方

■
募
集
人
数
／
10
人
（
10
棟
）

■
委
託
料
（
謝
礼
）
／
1
棟
当
た
り
3
万
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
環
境
対

策
係
�
83
・
3
5
0
9

指
定
ご
み
袋
欠
品
の
お
詫
び

　

現
在
、指
定
ご
み
袋
の
「
埋
立
ご
み
（
極
小
）、

（
小
）、（
中
）」
が
欠
品
し
て
お
り
、
た
い
へ
ん

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

指
定
ご
み
袋
は
、
年
間
の
ご
み
処
理
量
に
対

応
す
る
枚
数
を
製
造
し
て
い
ま
す
が
、
埋
立
ご

み
用
の
袋
の
需
要
が
予
想
を
越
え
て
い
る
状
況

で
す
。
こ
の
た
め
、
先
日
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
指
定
ご
み
袋
の「
お
試
し
パ
ッ
ク
」や「
埋

立
ご
み（
大
）」を
使
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
埋
立
ご
み
（
極
小
）、（
小
）
は
4
月

の
下
旬
か
ら
、
埋
立
ご
み
（
中
）
は
5
月
の
下

旬
か
ら
随
時
入
荷
予
定
で
す
。

　

指
定
袋
を
購
入
の
際
は
、
一
度
に
す
べ
て
の

サ
イ
ズ
を
買
い
揃
え
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な

大
き
さ
の
袋
を
、
必
要
な
都
度
お
買
い
求
め
い

た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
衛
生
施
設
係
�

83
・
3
5
0
9



︱　8

◆
町
内
会
長
永
年
勤
続（
10
年
以
上
）

　

加
藤　

利
男
さ
ん
（
上
ノ
山
５
）

◆
民
生
委
員
児
童
委
員
永
年
勤
続

　（
12
年
以
上
）

　

廣
井　

清
さ
ん
（
蘭
木
）

　

塚
田　

茂
さ
ん
（
上
沢
）

　

小
池　

 

俊
江
さ
ん
（
船
岡
１
）

◆
体
育
指
導
委
員
永
年
勤
続

　（
15
年
以
上
）

　

根
元　

純
一
さ
ん
（
城
内
２
）

◆
消
防
団
員
永
年
勤
続（
25
年
以
上
）

　

阿
部　

利
明
さ
ん
（
芋
坂
）

　

小
川　

利
一
さ
ん
（
土
川
１
）

◆
商
工
団
体
役
員
永
年
勤
続

　（
20
年
以
上
）

　

酒
巻　

和
男
さ
ん
（
元
中
子
）

◆
市
議
会
議
員
永
年
勤
続

　（
10
年
以
上
）

　

濁
川　

正
勝
さ
ん
（
城
内
２
）

小
千
谷
市
褒
賞
条
例
褒
賞
者
表
彰
式

市
政
に
貢
献
さ
れ
た
9
人
の
方
々
を
表
彰

　

小
千
谷
市
が
市
政
を
施
行
し
て
57
年
目
に
あ

た
る
3
月
10
日
㈭
、
市
政
に
貢
献
さ
れ
た
9
人

の
方
々
が
小
千
谷
市
褒
賞
条
例
に
基
づ
い
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

▶
表
彰
式
に
出
席
さ
れ
た
被
表
彰
者
の
み
な
さ

　

ん
と
市
・
議
会
関
係
者

東日本大震災　　　　　　　　　　
一般家庭への被災者受け入れに　　
ご協力ありがとうございました
　3月11日に発生した地震で被
災された方々には、心からお見
舞い申し上げます。
　このたび、被災された方の一
時的な避難先として、市内一般
家庭での受け入れをお願いし
ましたところ、短時間での無理なお願いにもか
かわらず非常にたくさんの世帯からご協力をい
ただきました。みなさんの温かいご厚意に対し、
深く感謝申し上げます。
　みなさんのおかげで、これまでに250人を超
える被災された方々を受け入れることができま
した。受け入れをしていただいた方々には、重
ねてお礼申し上げます。
　現在、被災された方の一時避難の受け入れに
ついては落ち着いた状態となっています。今後
の一般家庭での受け入れは、避難状況の推移を
見ながら対応したいと考えています。
　今後とも、ご支援・ご協力をよろしくお願い
します。
■問い合わせ／農林課農村支援係�83-3510

お
年
寄
り
の
心
の
健
康
相
談
会

　

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
、
や
る
気
が
出
な
い
、

不
眠
な
ど
で
お
困
り
の
方
や
そ
の
家
族
の
相
談

を
、
精
神
科
医
師
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

会
場
ま
で
来
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
訪

問
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時
／
4
月
27
日
㈬
午
後
1
時
30
分
～
3
時

30
分

■
会
場
／
健
康
セ
ン
タ
ー

■
申
込
締
切
／
4
月
25
日
㈪

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
保
健
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
�
83
・
4
0
6
0

義
援
金
を
か
た
る
詐
欺
に
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
‼

　

日
本
赤
十
字
社
の
『
東
北
関
東
大
震
災
義
援

金
』に
つ
い
て
、赤
十
字
社
を
か
た
っ
た
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
詐
欺
の
サ
イ
ト
や
戸
別
訪
問
、
電
話
に

よ
る
義
援
金
の
協
力
依
頼
と
い
っ
た
、
善
意
を

逆
手
に
と
っ
た
行
動
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
戸
別
訪
問
や
電
話
に

よ
る
募
金
活
動
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
福
祉
係
�
83
・

3
5
1
7



●
被
災
地
で
は
、
当
市
の
職
員
も
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
（
宮
城
県
石
巻
市
に
て
）

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
地
震
に
よ
り
、

大
き
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
心
よ

り
お
見
舞
い
、
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
報
道
を
通

し
て
、
地
震
と
は
ま
た
違
う
津
波
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。
小
千
谷
に
は
海
岸
こ
そ
あ
り
ま

せ
ん
が
、
日
本
一
の
大
河
信
濃
川
を
は
さ

ん
だ
位
置
に
あ
り
ま
す
。
水
に
よ
る
災
害

が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
よ
う
と
、
改
め
て
感
じ
た
次

第
で
す
。

　

当
市
で
は
、
す
で
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
、
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
お
届
け
し
て
あ
り

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
場
所
に
は
ど
ん
な
危
険
性
が
あ
る
の

か
、
ま
た
、
一
旦
事
が
起
こ
っ
た
ら
ど
の

よ
う
に
避
難
し
た
ら
良
い
の
か
、
も
う
一

度
ご
覧
い
た
だ
き
、
確
か
め
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

一
環
と
し
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
「
防
災

情
報
伝
達
手
段
整
備
事
業
」
に
着
手
し
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
防
災
に
関
す

る
情
報
を
よ
り
正
確
に
、
よ
り
早
く
直
接

お
届
け
す
る
体
制
を
作
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

大
き
な
自
然
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
、

「
予
想
も
し
な
か
っ
た
」、「
予
想
を
は
る

か
に
超
え
た
」
な
ど
と
言
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
裏
返
し
て
見
れ
ば
、
人
は
あ
ら
ゆ
る

自
然
災
害
に
勝
つ
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
は
ず
だ
、
と
の
思
い
上
が
っ
た
考

え
と
も
言
え
ま
す
。
私
た
ち
に
は
、
自
然

災
害
に
限
ら
ず
身
の
回
り
の
す
べ
て
に
つ

い
て
、「
そ
ん
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
え

な
い
」
で
は
無
く
、「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
も
起
こ
り
う
る
」
と
思
う
心

の
備
え
と
共
に
生
き
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（

谷
井　

靖
夫
）

こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で
す　

�
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作ってみてね！この料理

トマトチーズうどん

＜材料＞（4人分）
ゆでうどん   4玉
玉ねぎ   1個
ベーコン   2枚
小松菜   120㌘
オリーブ油   大さじ1と１／２
トマト水煮缶   1缶
だし汁   500cc
粉チーズ   大さじ4
　　塩   小さじ１／６弱
　　しょうゆ   小さじ1
　　みりん   小さじ1
　　こしょう   少々

☞今月のワンポイント
　魚介類や季節の野菜を入れたり、仕上げにとろける
チーズをのせてもおいしく作れるでしょう。

＜作り方＞
❶　玉ねぎはみじん切り、ベーコンは短冊に切る。小松菜
　はゆでて食べやすい長さに切る。
❷　鍋にオリーブ油を入れて火にかけ、ベーコン、玉ねぎ
　の順に加えて炒める。
❸　玉ねぎがしんなりして透き通ってきたらトマトを加え、
　ヘラでつぶす。沸騰したらだし汁を加え、材料Aで調味
　し、中火弱で5分程度煮る。
❹　粉チーズの半量、うどんを加え、うどんが温まったら
　器に盛り、小松菜をのせて残りの粉チーズをふる。

■献立・調理／小千谷市食生活改善推進委員

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー367㌔㌍▷たんぱく質11.5 g ▷脂質11.4 g
▷塩分2.1 g A{
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住
宅
を
取
得
す
る
方

◎
住
宅
取
得
補
助
制
度

　

市
で
は
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
市
内

に
住
宅
を
建
築
ま
た
は
取
得
す
る
方
に
対
し
て

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

　

実
施
予
定
期
間
は
平
成
23
～
25
年
度
で
す
。

■
補
助
対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
自
ら
が
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
住
宅

　

を
取
得
す
る
方
（
建
て
替
え
も
含
み
ま
す
）

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
た
だ
し
、
契
約
書
を
交
わ
さ
な
い
売
買
や
無

　

償
譲
渡
又
は
相
続
に
よ
る
取
得
の
場
合
は
、

　

補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
期
限

　

各
年
度
と
も
11
月
末
ま
で

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

※
建
築
す
る
場
合
は
工
事
の
着
手
前
に
、
購
入

　

す
る
場
合
は
契
約
の
日
の
前
日
ま
で
に
申
請

　

書
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
た
だ
し
、
事
前
に
申
出
書
の
提
出
が

　

あ
っ
た
と
き
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

■
補
助
金
の
額

■
必
要
書
類

・
申
請
書

・
請
負
契
約
書
の
写
し
（
建
築
の
場
合
）

・
見
積
書
の
写
し
（
購
入
の
場
合
）

・
住
宅
の
位
置
図
（
付
近
見
取
図
）

・
各
階
の
平
面
図
（
延
べ
床
面
積
が
確
認
で
き

　

る
も
の
）

・
納
税
証
明
書

・
定
住
誓
約
書
（
転
入
者
の
場
合
）

■
対
象
要
件

・
住
宅
と
は
、
自
ら
居
住
す
る
こ
と
を
目
的
と

　

し
た
居
室
・
台
所
・
ト
イ
レ
・
浴
室
な
ど
を

　

備
え
て
い
る
延
べ
床
面
積
が
55
㎡
以
上
の
一

　

戸
建
て
住
宅
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

・
市
内
業
者
と
は
、
市
内
に
本
社
、
本
店
を
有

　

し
て
い
る
法
人
ま
た
は
個
人
の
う
ち
、
住
宅

　

建
築
業
を
営
ん
で
い
る
者
ま
た
は
宅
地
建
物

　

取
引
業
法
に
基
づ
く
免
許
を
受
け
て
い
る
者

　

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

・
転
入
者
と
は
、
本
市
に
転
入
し
た
日
又
は
転

　

入
を
予
定
し
て
い
る
日
を
起
算
日
と
し
て
、

　

転
入
前
2
年
の
間
に
本
市
に
住
所
を
有
し
て

　

い
な
い
方
で
、
引
き
続
き
5
年
以
上
の
定
住

　

の
意
思
を
も
っ
て
本
市
に
転
入
し
た
方
（
た

　

だ
し
、
転
入
日
か
ら
1
年
以
内
に
申
請
さ
れ

　

る
方
が
対
象
）
ま
た
は
転
入
を
予
定
し
て
い

　

る
方
。
な
お
、『
小
千
谷
市
定
住
促
進
事
業

　

家
賃
補
助
金
』
の
交
付
を
受
け
た
方
が
、
最

　

終
の
家
賃
補
助

　

象
月
の
翌
月
1

　

日
ら
1
年
以
内

　

に
申
請
す
る
場

　

合
は
、
転
入
者

　

と
同
様
の
取
り

　

扱
い
と
し
ま
す
。

◎
住
宅
建
築
資
金
融
資
制
度

　

一
般
住
宅
・
克
雪
住
宅
を
建
築
さ
れ
る
方
や
、

既
存
住
宅
を
克
雪
住
宅
に
改
良
さ
れ
る
方
に
融

資
を
行
い
ま
す
。

■
融
資
限
度
額

・
克
雪
住
宅
を
新
築
さ
れ
る
場
合
1
0
0
0
万
円

・
一
般
住
宅
を
新
築
さ
れ
る
場
合
7
0
0
万
円

・
克
雪
住
宅
に
改
良
さ
れ
る
場
合
3
0
0
万
円

■
融
資
条
件

①
融
資
利
率
／
2
・
25
％

②
融
資
期
間
／
20
年
以
内
（
一
括
繰
上
償
還
も

　

で
き
ま
す
）

③
償
還
方
法
／
元
利
均
等
の
毎
月
償
還

④
そ
の
他
／
連
帯
保
証
人
、
担
保
権
な
ど
の
融

　

資
条
件
は
、
別
途
取
扱
金
融
機
関
の
定
め
る

　

と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

■
融
資
時
期

　

工
事
検
査
完
了
後
に
市
が
発
行
す
る
証
明
書

克
雪
住
宅
を
建
築
す
る
方

　

市
で
は
、
雪
に
強
く
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
内
に
個
人
住
宅
を

建
築
す
る
方
の
た
め
の
融
資
・
補
助
制
度
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
制
度
も
、
必
要
書

類
を
添
え
て
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

区
分

対
象
要
件

補
助
上
限

額
な
ど

新
築
住
宅
ま

た
は
建
売
住

宅
の
取
得

市
内
に
お
い
て
、

新
築
住
宅
ま
た

は
建
売
住
宅
を

取
得
し
た
場
合

10
万
円

市
内
の
業
者

と
契
約
を
交

わ
し
て
い
る

場
合

20
万
円
を

加
算

転
入
者
で
あ

る
場
合

50
万
円
を

加
算

中
古
住
宅
の

取
得

市
内
に
お
い
て
、

転
入
者
が
中
古

住
宅
を
取
得
し

た
場
合

30
万
円

住
宅
の
取
得
・
建
築
・
耐
震
補
強
を
す
る
方
を
応
援
し
ま
す
！
各
補
助
制
度
の
申
請
書
な
ど
は
、
建
設
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

http://w
w
w
.city.o

jiya.niigata.jp/

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
建
設
課
建
築
住
宅
係
�
83
・
3
5
1
4
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住宅の取得・建築などの補助制度

◎
克
雪
す
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業
補
助

　
制
度

　

克
雪
住
宅
を
建
築
す
る
方
や
、
既
存
住
宅
を

克
雪
住
宅
に
改
良
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

■
補
助
対
象
者

・
市
内
に
克
雪
住
宅
を
新
築
、
改
築
さ
れ
る
方

・
既
存
住
宅
の
屋
根
を
改
良
し
て
克
雪
住
宅
に

　

改
良
さ
れ
る
方

■
補
助
対
象
住
宅

克
雪
住
宅
（
融
雪
式
、
耐
雪
式
、
落
雪
式
住
宅
）

別
途
基
準
あ
り

■
補
助
上
限
額

・
融
雪
式
住
宅
44
万
円

・
耐
雪
式
ま
た
は
落
雪
式
住
宅
33
万
円

※
た
だ
し
、
高
齢
者
世
帯
や
母
子
世
帯
、
世
帯

　

主
が
障
が
い
者
で
あ
る
世
帯
な
ど
は
、
耐
雪

　

式
ま
た
は
落
雪
式
住
宅
で
あ
っ
て
も
限
度
額

　

が
44
万
円
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
期
限

11
月
30
日
㈬
ま
で

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

を
取
扱
金
融
機
関
が
受
理
し
た
月
の
翌
月
の
5

日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
を
す
る
方

　

市
で
は
地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
被
害
を
軽

減
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
耐
震
基
準
が
見
直
さ
れ
た
建
築
基
準
法

改
正
前
（
昭
和
56
年
5
月
31
日
ま
で
）
に
建
築

さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
た
補
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
制
度
も
、
必
要
書
類
を

添
え
て
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
要
件
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
制
度

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
る
人
に
診
断

費
の
一
部
を
補
助
し
、
自
己
負
担
額
が
1
万
円

と
な
る
補
助
制
度
で
す
。
木
造
住
宅
耐
震
改
修

設
計
費
お
よ
び
改
修
工
事
費
補
助
制
度
や
木
造

住
宅
部
分
補
強
・
地
震
保
険
等
加
入
促
進
補
助

制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
、
こ
の
耐
震
診
断
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

補
助
対
象
住
宅
の
延
べ
床
面
積
に
応
じ
て
定

め
た
耐
震
診
断
費
か
ら
１
万
円
を
差
し
引
い
た

額
と
し
ま
す
。

耐
震
診
断
の

対
象
と
な
る

延
べ
床
面
積

70
㎡
以
下
70
㎡
超
、

1
7
5
㎡

以
下

1
7
5
㎡

超

耐
震
診
断
費

7
万
円

8
万
円

10
万
円

自
己
負
担
額

1
万
円

1
万
円

1
万
円

補
助
金
額

6
万
円

7
万
円

9
万
円

　

補
助
対
象
と
な
る
に
は
、
部
分
補
強
等
工
事

お
よ
び
地
震
保
険
等
加
入
（
更
新
も
含
む
）
の

い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
制
度
拡
充
の
お
知
ら
せ

　

4
月
1
日
か
ら
、
高
齢
者
や
身
体
障
が
い
者

の
世
帯
要
件
を
満
た
す
方
で
、
住
宅
全
体
の
上

部
構
造
評
点
を
1
・
0
以
上
に
改
修
し
た
場
合

で
も
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
補
助
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
補
助
金
額

▽
部
分
的
な
耐
震
改
修
を
行
っ
た
場
合

事
業
の
区
分

補
助
金
額

部
分
改
修
等
工
事
工
事
費
の
�
（
上
限
40
万

円
）
の
額

地
震
保
険
料
等
地
震
保
険
料
な
ど
の
½
（
契

約
年
数
に
よ
り
上
限
6
千

円
～
3
万
円
）
の
額

▽
住
宅
全
体
の
耐
震
改
修
を
行
っ
た
場
合　
　

　

※
拡
充
さ
れ
た
内
容
で
す
。

事
業
の
区
分

補
助
金
額

耐
震
改
修
設
計
設
計
費
の
½
（
上
限
10
万

円
）
の
額

耐
震
改
修
工
事
工
事
費
の
⅓
（
上
限
50
万

円
）
に
最
大
15
万
円
を
加

算
し
た
額

地
震
保
険
料
等
地
震
保
険
料
な
ど
の
½
（
契

約
年
数
に
よ
り
上
限
6
千

円
～
3
万
円
）
の
額

■
申
請
期
限

11
月
30
日
㈬
ま
で

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
申
請
期
限

11
月
30
日
㈬
ま
で

※
た
だ
し
、予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

◎
木
造
住
宅
耐
震
改
修
設
計
費
お
よ
び

　
改
修
工
事
費
補
助
制
度

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
設
計
お
よ
び
改
修
工

事
を
行
う
人
に
、
そ
の
設
計
費
お
よ
び
工
事
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
着
工
前
に
事
前
の
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

事
業
の
区
分

補
助
金
額

耐
震
改
修
設
計
設
計
費
の
½
（
上
限
10
万

円
）
の
額

耐
震
改
修
工
事
工
事
費
の
⅓
（
上
限
50
万

円
）
に
最
大
15
万
円
を
加

算
し
た
額

■
申
請
期
限

11
月
30
日
㈬
ま
で

※
た
だ
し
、
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

◎
木
造
住
宅
部
分
補
強
・
地
震
保
険
等

　
加
入
促
進
補
助
制
度

　

地
震
時
に
迅
速
な
避
難
が
困
難
な
高
齢
者
や

身
体
障
が
い
者
の
安
全
を
確
保
し
、
住
宅
再
建

手
段
と
し
て
有
効
な
地
震
保
険
な
ど
へ
の
加
入

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
地

震
時
に
お
い
て
倒
壊
な
ど
の
危
険
性
が
高
い
木

造
住
宅
の
部
分
補
強
等
工
事
費
用
お
よ
び
地
震

保
険
料
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
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ま
ち

の
話
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東
小
千
谷
地
区
冬
季
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

3
月
6
日
㈰
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
前
広
場
と
東
小
千
谷
体
育
セ
ン
タ

ー
で
「
東
小
千
谷
地
区
冬
季
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
雪
上
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
の
競
技
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
子
供
向
け
宝
探
し
ゲ
ー
ム
や
町

内
会
・
地
元
企
業
な
ど
に
よ
る
出
店

が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
内
に
は
、
各

町
内
や
子
供
会
な
ど
に
よ
っ
て
雪
像

が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

浮
世
絵
摺す

り
の
実
演

　

3
月
5
日
㈯
・
6
日
㈰
、
絵
紙

で
彩
る
小
千
谷
の
ひ
い
な
祭
り
の

メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
和
順
会
館
で
、

海
外
で
も
活
躍
す
る
浮
世
絵
摺
り

師
の
三
田
村
努
さ
ん
を
お
招
き
し
、

浮
世
絵
摺
り
の
実
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

最
終
日
の
3
月
6
日
㈰
に
は
、

小
千
谷
観
光
協
会
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
「
紬
で
歩
く
小
千
谷
の
ひ

い
な
祭
り
」
も
行
わ
れ
、
紬
の
着

物
を
着
た
参
加
者
の
み
な
さ
ん
が

会
場
の
雰
囲
気
を
よ
り
一
層
引
き

立
て
て
い
ま
し
た
。

真
人
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
大
会

　

3
月
6
日
㈰
、
真
人
町
で
第
10

回
真
人
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら

1
0
4
チ
ー
ム
、
4
2
0
人
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
今
冬
最
後
の
大
会
と
な

り
、
コ
ー
ス
脇
に
は
多
く
の
観
衆
が
、

大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
に
は
、「
ふ
れ
あ
い
テ

ン
ト
」
も
設
置
さ
れ
、
と
ん
汁
や
甘

酒
の
無
料
コ
ー
ナ
ー
や
地
元
特
産
品

ブ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
人
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▶みなさんのお店やイベントの広告を掲載しませ
んか？広告掲載料はこの大きさで1回15,000円で
す。この「市報おぢや」は市内全世帯に配布され
ます。
■問い合わせ／企画政策課秘書広報係�83-3507

広告募集中

小
千
谷
ジ
ャ
ン
プ
大
会

　

3
月
6
日
㈰
、
白
山
運
動
公
園

で
第
20
回
小
千
谷
ジ
ャ
ン
プ
大
会

が
行
わ
れ
、
市
内
外
の
小
学
生
か

ら
一
般
ま
で
、
15
人
の
選
手
が
競

技
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
中
学
生
以
上
は
40
ｍ

級
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で
、
小
学
生
は

シ
ャ
ン
ツ
ェ
脇
の
特
設
ジ
ャ
ン
プ

台
で
、
2
回
の
ジ
ャ
ン
プ
を
飛
び
、

そ
の
飛
距
離
と
飛
型
点
で
競
わ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
の
部
で
は
吉
谷
出
身
の
宮

﨑
敏
也
選
手
（
慶
應
義
塾
大
学
1

年
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。
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理
克
雪
係
長
・
和
田
尚
（
税
務
課
資
産
税

係
長
）
▼
税
務
課
管
理
収
納
係
長
・
水
内

弘
明
（
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係
長
）
▼

建
設
課
都
市
計
画
係
長
・
佐
藤
甲
三
（
税

務
課
管
理
収
納
係
長
）
▼
商
工
観
光
課
商

工
振
興
係
長
・
大
塚
良
夫
（
社
会
福
祉
課

子
育
て
支
援
係
長
）
▼
企
画
政
策
課
秘
書

広
報
係
長
・
遠
藤
孝
司
（
総
務
課
秘
書
政

策
係
長
）▼
企
画
政
策
課
企
画
経
営
係
長
・

大
矢
敏
之（
企
画
財
政
課
企
画
経
営
係
長
）

▼
監
査
委
員
事
務
局
監
査
係
長
・
吉
原
昌

隆
（
企
画
財
政
課
管
財
係
長
）
▼
税
務
課

資
産
税
係
長
・
駒
井
和
彦
（
企
画
財
政
課

副
参
事
・
昇
任
）
▼
総
務
課
庶
務
管
財
係

長
・
井
口
隆
（
総
務
課
庶
務
係
長
）
▼
学

校
教
育
課
庶
務
係
長
・
渡
邊
芳
久
（
商
工

観
光
課
商
工
振
興
係
長
）
▼
総
務
課
危
機

管
理
室
危
機
管
理
係
長
・
中
野
正
和
（
総

務
課
防
災
係
長
）
▼
社
会
福
祉
課
子
育
て

支
援
係
長
・
西
方
広
幸
（
学
校
教
育
課
庶

務
係
長
）▼
市
民
生
活
課
環
境
対
策
係
長
・

高
橋
英
樹（
市
民
生
活
課
環
境
衛
生
係
長
）

▼
企
画
政
策
課
財
政
係
長
・
真
島
新
一（
企

画
財
政
課
財
政
係
長
）
▼
会
計
課
出
納
係

長
・
井
口
久
美
子
（
税
務
課
主
幹
・
昇
任
）

農
林
課
農
村
支
援
係
長
・
波
間
陽
一
（
同

課
主
査
・
昇
任
）

○
保
育
士

【
園
長
級
】

▼
北
保
育
園
長
・
和
田
千
栄
子
（
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
長
）
▼
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
長
・
阿
部
テ
ル
ミ
（
北
保
育
園
長
）

○
消
防
職
員

【
課
長
補
佐
級
】

▼
総
務
課
長
消
防
司
令
・
関
代
志
泰
（
予

防
課
長
消
防
司
令
）
▼
警
防
課
長
消
防
司

令
副
署
長
・
瀬
沼
務
（
総
務
課
長
消
防
司

令
）
▼
予
防
課
長
消
防
司
令
・
新
保
久
（
警

防
課
長
消
防
司
令
）

○
採
用

【
一
般
事
務
職
】

▼
保
健
福
祉
課
・
保
坂
希
美
▼
農
林
課
・

山
村
綾
乃
▼
企
画
政
策
課
・
岸
野
龍
慈
▼

市
民
生
活
課
・
西
巻
翔
▼
総
務
課
・
大
地

秀
美
▼
税
務
課
・
岩
淵
義
寛
▼
商
工
観
光

課
・
真
島
駿
太

【
保
育
士
】

▼
南
保
育
園
・
横
山
真
理

【
消
防
士
】

▼
消
防
本
部
・
星
野
将
人

○
退
職
（
3
月
31
日
付
）

【
課
長
級
】

▼
総
務
課
長
・
山
岸
明
夫
▼
議
会
事
務
局

長
・
新
保
賢
▼
ガ
ス
水
道
局
長
・
南
雲
信

【
課
長
補
佐
級
】

▼
市
民
生
活
課
参
事
・
富
山
広
栄

【
係
長
級
】

▼
監
査
委
員
事
務
局
副
参
事
・
小
林
登

平成23年度成人式のご案内
　成人になったみなさんをお祝いし、成人式を開
催します。多数のご出席をお待ちしております。
■日時／ 5月3日㈷午後1時開式（3時終了予定）
■式場／市民会館（土川1-3-3）
■受付／午前11時30分～
■内容／記念式典・アトラクシ
　ョン・記念撮影
■対象者／平成2年4月2日～平
　成3年4月1日に生まれた方
■その他／
▶転入、転出された方も参加できます。
▶該当者が市外に転出されている場合は本人に連
　絡してください。
▶該当者個人に案内状は発送しません。
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○
一
般
事
務
職

【
課
長
級
】

▼
総
務
課
長
・
渡
辺
靖
雄
（
農
林
課
長
）

▼
議
会
事
務
局
長
・
久
保
田
幾
規
（
税
務

課
長
）
▼
ガ
ス
水
道
局
長
・
大
矢
幹
雄
（
保

健
福
祉
課
長
）
▼
企
画
政
策
課
長
・
山
﨑

淳
（
企
画
財
政
課
長
）
▼
税
務
課
長
・
中

村
一
吉
（
税
務
課
参
事
・
昇
任
）
▼
農
林

課
長
・
阿
部
善
宏
（
ガ
ス
水
道
局
参
事
・

昇
任
）
▼
保
健
福
祉
課
長
・
池
昭
一
（
健

康
セ
ン
タ
ー
長
・
昇
任
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
市
民
生
活
課
参
事
・
堀
澤
常
夫
（
ガ
ス

水
道
局
参
事
）
▼
総
務
課
危
機
管
理
室
長

・
新
保
誠
（
建
設
課
参
事
）
▼
建
設
課
参

事
・
渡
邊
均
（
総
務
課
参
事
）
▼
健
康
セ

ン
タ
ー
長
・
西
脇
直
樹
（
企
画
財
政
課
長

補
佐
・
昇
任
）
▼
ガ
ス
水
道
局
業
務
課
長

・
濁
川
三
夫
（
市
民
生
活
課
長
補
佐
・
昇

任
）
▼
企
画
政
策
課
長
補
佐
・
樋
口
雅
春

（
建
設
課
長
補
佐
）
▼
企
画
政
策
課
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
長
・
和
田
顕
雄
（
生
涯
学

習
ス
ポ
ー
ツ
課
副
参
事
・
昇
任
）
▼
税
務

課
長
補
佐
・
平
澤
正
代
（
会
計
課
副
参
事

・
昇
任
）

【
係
長
級
】

▼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
公
民
館
係
長
・

久
保
田
千
昭
（
農
林
課
農
村
支
援
係
長
）

▼
市
民
生
活
課
衛
生
施
設
係
長
・
神
林
弘

（
建
設
課
管
理
克
雪
係
長
）
▼
建
設
課
管

市
役
所
人
事
異
動
（
4
月
1
日
付
）

　
　
　
　
　
　

※
（　

）
内
は
前
職
で
す
。

▶記念品として後日記念写真を郵送します。希望
　する方は裏面の「成人式記念写真送付票」に記
　入のうえ、当日式場にお持ちください。
▶市では地元就職の支援のため新潟就職情報サイ
　ト「にいがた就職応援団」とタイアップし、就
　職支援のためのセミナー開催や情報の提供を行
　っています。送付希望の有無をお聞かせくださ
　い。メールでの配信もしていますのでご希望の
　方はパソコンのメールアドレスも記入ください。
▶記入いただいた個人情報は記念写真の送付・地
　元就職支援以外の目的には使用いたしません。
■問い合わせ／▷成人式について：公民館(市民
　会館内)�82-9111▷就職支援情報について：
　商工観光課商工振興係�83-3512

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
職
員
係
�
83
・
3
5
0
6

き　

り　

と　

り

き　り　と　り



︱　14

納
税
・
納
入
通
知
書
を
発
送

●
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
納
入

　
通
知
書

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
に
該
当
す
る

方
に
は
、
4
月
11
日
㈪
に
4
、6
、8
月
分

を
発
送
し
ま
す
。

　

普
通
徴
収
（
自
主
納
付
ま
た
は
口
座
振

替
）
に
該
当
す
る
方
に
は
、
4
月
15
日
㈮

に
4
～
6
月
分
を
発
送
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
市
民
税
係
�
83

・
3
5
0
8

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
入
通
知
書

　

4
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
（
年
金
天

引
）
に
該
当
す
る
方
に
は
、
4
月
11
日
㈪

に
4
、6
、8
月
分
を
発
送
し
ま
す
。

　

6
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
（
年
金
天

引
）
に
該
当
す
る
方
に
は
、
4
月
15
日
㈮

に
6
、8
月
分
を
発
送
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
特
別
徴
収
（
年

金
天
引
）
に
該
当
す
る
方
、
ま
た
は
普
通

徴
収
（
自
主
納
付
ま
た
は
口
座
振
替
）
に

該
当
す
る
方
に
は
7
月
に
発
送
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
市
民
税
係
�
83

・
3
5
0
8

●
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

　

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
4
月
15
日

㈮
に
発
送
し
ま
す
。
同
封
す
る
課
税
明
細

書
で
資
産
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
資
産
税
係
�
83

・
3
5
0
8

住所 〒

世帯主氏名

氏名

電話番号または
携帯番号
就職支援情報の
送付

希望する・希望しない
（どちらかを○で囲んでください）

メールアドレス
（パソコンのみ）

住所 〒

氏名

様

成人式記念写真送付票　 （送付用）（市控用）

■
制
度
拡
充
の
お
知
ら
せ
／

　

4
月
1
日
よ
り
、
次
の
と
お
り
家
賃
補

助
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た
。

変
更
内
容
対
象
年
齢

補
助
上
限
額

変
更
後

55
歳
以
下

2
万
円

変
更
前

40
歳
以
下

1
万
5
千
円

■
補
助
対
象
者
／

　

年
齢
が
55
歳
以
下
で
あ
り
、
Ｕ
・
Ｊ
・

Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
り
、
市
内
に
所
在
す
る
事

業
所
に
勤
務
（
新
規
就
職
者
を
含
む
）
ま

た
は
新
規
就
農
し
、
住
民
登
録
を
し
た
日

か
ら
6
か
月
以
内
に
申
請
を
さ
れ
る
方

※
た
だ
し
、
公
務
員
や
人
事
異
動
に
伴
い

　

市
外
へ
の
転
勤
が
想
定
さ
れ
る
事
業
所

　

に
お
勤
め
の
方
は
除
き
ま
す
。

※
市
内
に
本
店
が
あ
り
、
市
内
に
住
民
登

　

録
し
な
が
ら
、
市
外
の
支
店
や
営
業
所

　

に
勤
務
す
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
住
宅
／

　

市
内
の
民
間
の
借
家
、
ア
パ
ー
ト
な
ど

※
勤
務
す
る
事
業
所
の
社
宅
や
社
員
寮
ま

　

た
は
雇
用
促
進
住
宅
な
ど
の
公
共
的
な

　

住
宅
は
除
き
ま
す
。

■
補
助
金
額
／

　

支
払
っ
た
家
賃
の
月
額
（
共
益
費
を
除

く
）
と
、
当
該
借
家
な
ど
に
付
属
す
る
駐

車
場
の
使
用
料
と
の
合
計
金
額
の
3
分
の

1
以
内
の
額
（
2
万
円
を
限
度
、
千
円
未

満
は
切
り
捨
て
）

■
補
助
期
間
／

　

交
付
決
定
の
月
か
ら
36
月
を
限
度

■
必
要
書
類
／

　

申
請
書
に
賃
貸
契
約
書
の
写
し
、
履
歴

書
、
誓
約
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
、
履
歴
書
、
誓
約
書
の
様
式
は

建
設
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
�http://www.city.ojiya.niigata.jp/

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／

　

建
設
課
建
築
住
宅
係
�
83
・
3
5
1
4

小
千
谷
で
働
き
、
小
千
谷
で
暮
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
応
援
し
ま
す
！

　
市
で
は
、
市
内
へ
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
55
歳
以
下
の
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職

者
ま
た
は
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
新
規
就
農
者
が
住
民
登
録
を
し
て
、
民
間
の
賃
貸
住
宅
を

借
り
た
場
合
に
、月
額
家
賃
の
3
分
の
1（
2
万
円
を
限
度
）を
最
大
3
年
間
補
助
し
ま
す
。

◎
小
千
谷
市
定
住
促
進
事
業
家
賃
補
助
制
度

き　り　と　り

き　

り　

と　

り



健診・お知らせ

■まちのうごき（3月31日現在）

人口と世帯数　※（　）内は前月比
気象データ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

23年3月 過去10年
の平均

23年3月
まで

22年3月
まで

23年3月
まで

22年3月
まで

男 19,290人(－  19) 出生 31人 平均気温 1.8℃ 3.4℃ 火災 2件 6件 件数 24件 33件
女 19,795人(－  23) 死亡 50人 最高気温 13.8℃ 17.2℃ 救急 344件 321件 死者 1人 1人
合計 39,085人(－128) 転入 130人 最低気温 －5.3℃ －3.7℃ 傷者 28人 37人

世帯数 12,630世帯(－  3) 転出 239人 降水量月計 143.0㎜ 142.9㎜ ◀気象データは、 小千谷市消防本部速報値（観測地：元中子）

15　︱　市報おぢや 4 月号

　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　�83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日においでください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札をお渡しします。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～、午後に開
　催の場合：正午～

健診名 対象 期日 受付時間 持ち物 その他
4か月児
健康診査

平成22年
12月生まれ

5月12日㈭ 13：00 ～
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時実施

10か月児
健康診査

平成22年
6月生まれ

5月11日㈬ 13：00 ～
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時実施

1歳6か月児
健康診査

平成21年
10月生まれ

5月19日㈭ 13：00 ～
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いて来てください。

2歳児
歯科検診

平成21年
4月生まれ

5月20日㈮   9：00 ～
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導がありま
す。歯をみがいて来てください。

3歳児
健康診査

平成20年
4月生まれ

5月18日㈬ 13：00 ～
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いて来てください。

�5月
乳幼児の健康診査日程

　

4
月
1
日
か
ら
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住

基
カ
ー
ド
）
の
交
付
申
請
の
際
、
ご
希
望
の
方

に
窓
口
で
顔
写
真
を
撮
影
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
証
明
写
真
の
持
ち

込
み
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
。

■
住
基
カ
ー
ド
と
は
／

●
交
付
を
希
望
す
る
方
に
市
町
村
が
発
行
し
て

い
る
I
C
カ
ー
ド
で
す
。「
写
真
付
き
タ
イ
プ
」

と
「
写
真
無
し
タ
イ
プ
」
の
2
種
類
あ
り
、
写

真
付
き
タ
イ
プ
は
公
的
な
本
人
確
認
書
類
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

●
有
効
期
限
は
10
年
で
す
。
た
だ
し
、
他
市
町

村
へ
転
出
し
た
場
合
は
失
効
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の
／

▽
本
人
確
認
書
類
2
点
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス

医
療
機
関
に
委
託
し
て
行
う
妊
婦
健
康

診
査
の
検
査
項
目
が
変
わ
り
ま
す

　

4
月
1
日
か
ら
、
妊
婦
健
康
診
査
に
次
の
検
査

項
目
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

●
血
糖
検
査
：
1
回
目

●
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
：
8
回
目

※
4
月
1
日
以
降
の
受
診
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
す
で
に
該
当
の
回
数
の
健
診
を
受
け
ら
れ
た

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
受
診
券
は
お
手
持
ち
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健
係
�
83
・

3
6
4
0

ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
）

▽
印
鑑
（
申
請
書
に
本
人
が
署
名
で
き
る
場
合

は
不
要
で
す
）

■
交
付
手
数
料
／
5
0
0
円

■
そ
の
他
／

▽
顔
写
真
の
デ
ー
タ（
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

に
よ
る
持
ち
込
み
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▽
顔
写
真
入
り
の
公
的
な
本
人
確
認
書
類
を
お

持
ち
で
な
い
場
合
や
、
代
理
人
に
よ
る
申
請
の

場
合
は
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

▽
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
手
続
き
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
市
民
係

�
83
・
3
5
0
9

住
基
カ
ー
ド
の
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た

子
育
て
家
庭
へ
優
待
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
ド

を
発
行
し
て
い
ま
す

　

県
で
は
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
を
対

象
に
、
県
内
の
協
賛
店
舗
で
商
品
の
割
り
引
き
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
優
待

カ
ー
ド
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

優
待
カ
ー
ド
の
発
行
は
無
料
で
す
が
、
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

http://www.pref.niigata.lg.jp/jidoukatei/126
8346771096.htm

l

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
県
福
祉
保
健
部
児
童
家

庭
課
少
子
化
対
策
・
保
育
係
�
0
2
5
・
2
8
0

・
5
2
1
5



問　題
　子宮頸がんを予防するための『子
宮頸がん予防ワクチン』は、全部で
何回の接種が必要でしょう？
①1回　②2回　③3回

（ヒントは2 ～ 3ページ）
■応募先
〒947-8501
小千谷市役所企画政策課秘書広報係
あて（住所の記載は不要です）
■締切　
4月22日㈮（当日消印有効）
3月号の答えは②「34機」でした。
抽選の結果、次の方が当選しました。
大渕ミサホさん　佐藤益子さん
吉田ミサさん

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
イ
ベ
ン
ト
取
材
な

ど
で
多
く
の
方
々
か
ら
、
大

き
な
力
と
勇
気
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
春
は
新
た
な
出
会
い

の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
ど

ん
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
る

の
か
…
楽
し
み
で
す
。　

こ

●
こ
の
号
の
編
集
を
最
後
に
、

4
年
間
在
籍
し
た
編
集
室
を

4
月
1
日
付
け
で
離
れ
ま
し

た
。
取
材
先
な
ど
で
お
お
ぜ

い
の
み
な
さ
ん
の
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
無
事

に
こ
こ
ま
で
務
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
読
者
の
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
と
感
謝
し
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み

●
4
月
か
ら
新
し
く
市
報
の

担
当
に
な
り
ま
し
た
。「
市

報
お
ぢ
や
」
は
過
去
に
多
く

の
賞
を
授
賞
し
て
い
て
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま

す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
気
軽
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
紙
面
作
り
を
心
が
け
、
市

民
と
市
役
所
と
の
架
け
橋
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

よ

●
機
構
改
革
に
よ
り
、
当
編

集
室
も
秘
書
広
報
係
へ
と
名

称
が
変
わ
り
、
新
体
制
と
な

り
ま
し
た
。
よ
り
一
層
、
市

政
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　

え

●
春
は
別
れ
の
季
節
と
言
い

ま
す
が
、
3
月
末
で
2
年
間

在
籍
し
た
こ
の
編
集
室
を
離

●
市
報
の
編
集
に
携
わ
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
1
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
こ
の
1
年
、
取

材
な
ど
で
た
く
さ
ん
の
人
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
1
年
間
、
よ
り
読
み

や
す
い
市
報
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
い

●
4
月
か
ら
新
し
く
「
市
報

お
ぢ
や
」
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

新
人
の
け
で
す
。「
記
事
は

足
で
」
の
先
輩
の
言
葉
を
胸

に
、
市
報
を
通
じ
て
多
く
の

情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う
、

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
良
く
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
取
材

の
際
は
お
つ
き
あ
い
く
だ
さ

い
！
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
　

け

この広報紙は再生紙、環境にやさしいインクを使用しています。●本紙掲載の広告については小千谷市が保障・推奨などするものではありません。
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編
集
室
だ
よ
り

ちぢみの里の利用券が当たる

解答をはがきでお送りください。正解者の中から、
抽選で3人にちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当はうれしいのですが…

　突然の東日本大震災で、茶の間のテレビに飛び込んできた大津波の映像に心
も凍るような衝撃を受けました。私たちも地震の恐ろしさは体験していますが、
今日のような薄日の中で春を待つ本町街の静かなぬくもりのある風景を目にし
ていると、それだけでも幸せでありがたいことなのだなと思えてなりません。
　今回の地震で被害に遭われた方々に、心よりお見舞い申し上げます。
　さて、私ごとで市報の連載を休ませていただきましたが、思いもかけぬ多く
の方から「どうした、がんばれ」と励ましの声をいただきました。身に余るこ
ととお礼申し上げます。

（絵と文は西脇正久さん）

小千谷を描く
No. ４０７
春めくか
　薄日の街
（本町1）


